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研究成果の概要：　摂食や食事行動に困難を示す障害のある児童生徒の摂食指導は、摂食機能が連続的に発達す
る複合的なものであることから教育現場において教師が実態把握、目標設定、学習展開が難しい状況にある。本
研究では、実態把握と情報共有のための食事支援シート作成、活用・検討、摂食動作の細分化による学習課題の
明確化とそれに対する段階的な支援方法の設定と評価、教師や保護者に対する児童生徒の困難さの理解促進、給
食や家庭で実践可能な指導の選択実施、児童が持ちやすく操作しやすいスプーンの作成、試用を行った。これら
の指導方法によって効果的な学習が可能となり、児童生徒の機能向上、負担軽減に繋がった。

研究分野：特別支援教育、特に自立活動に関する研究および実践を行っている。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究により、摂食や食事行動に困難を示す障害のある児童生徒に対する摂食指導において摂食機能と食事行
動から摂食指導プログラムを作成したことで、教師自身がそのプログラムを用いて指導を行い児童生徒の困難さ
に対する理解の促進、適切な実態把握、目標設定、学習内容設定による効果的な学習展開が可能となり、障害の
ある児童生徒の豊かな食生活、更には生活の質の向上が期待され、健康で心豊かな暮らしの実現に寄与するもの
と考えられる。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
特別支援学校では、児童生徒の障害の重度・重複化、多様化により咀嚼・嚥下、食具の操作、
姿勢保持等に課題を有している。その中でも認知や粗大・微細運動の遅れから摂食機能や食具
の操作技能を自ら獲得し発達していくことは困難である。摂食機能は、様々な機能が関連し総
合的に発達するため、教師が教育現場で実態把握、目標設定、効果的な学習活動を展開するこ
とは非常に難しい。本研究では、児童生徒の摂食機能と食事行動から摂食指導プログラム作成
を目的とした。 
 
２．研究成果 
本研究は、（１）実態把握と情報共有のための食事支援シート作成、活用、検討、（２）摂食
動作の細分化による学習課題の明確化とそれに対する段階的な支援方法の設定と評価、（３）教
師や保護者に対する児童生徒の困難さへの理解促進、給食や家庭で実践可能な指導の選択実施
（４）児童が持ちやすく操作しやすいスプーンの作成、試用で行われた。 
 
（１） 事前アセスメントについて 
食事支援シートの活用により、発達段階の理解と実態把握の観点が明確になり、食事に必
要な機能と技能、姿勢等を分けて評価する視点が持て、実態を整理して記録することができ
るようになった。 
（２） 目標設定と評価について 
手指の巧緻性向上のための課題学習と摂食機能[捕食][咀嚼]に分け、さらに摂食動作を細
分化し段階的に学習したことにより、食べ物をスプーンですくい口に運び口唇で取り込む、
噛む動作の獲得、舌で食べ物を移動させ歯の上に乗せる動きが出る等の効果が見られた。 
（３） 情報共有と家庭との連携について 
食材の硬さ、大きさ、補助の仕方等一人一人に適した支援法を共有することで、家庭での
児童に対する理解が得られ、発達段階に即した食事と学習が可能となった。 
（４） 学習用スプーンの試作 
３D プリンターで持ち方や操作性の向上を目指したスプーンを作成し、障害のある児童生
徒の負担を軽減できるようになった（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 食具学習専用スプーン 
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